
道守長崎通信
http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/michimori/nagasaki/index.html

第 35 号
平成23年10月

平成23年度「道路ふれあい月間」推進標語 長崎県内の中学生が受賞！
国土交通省では、「道路ふれあい月間」（８月）の行事の一環として、改め

て道路の意義・重要性について考えていただくことを目的に、広く一般から本
月間の推進標語を募集しました。
今回、全国から応募された５，２７６作品の中から最優秀賞３作品、優秀賞

６作品の計９作品が選定され、長崎県からも雲仙市小浜町の中学生『七篠 怜
華（しちじょう れいか）さん』の作品が見事、 ［中学生の部］で優秀賞に輝きまし

た。
そこで９月１５日雲仙市立小浜中学校の校長室にて、国土交通省長崎河川国

道事務所長大儀事務所長より賞状と記念品の授与が行われました。
当日は、地元のひまわりケーブルテレビの取材もあり、関心が高いことも伺

えました。

受賞作品：『こんにちは 道路で交わす 合い言葉』
※【応募数及び各賞の内訳】
小学生の部：460作品／ 中学生の部：735作品／ 一般の部（高校生以上）：4,081作品／ 計：5,276作品

（各部門毎に最優秀賞１作品、優秀賞２作品を選出）

【七条怜花さんとの記念撮影】

【雑草繁茂状況】 【次第に雑草も少なくなり・・】 【花苗植え込み中】 【花植え完了！！】

長崎くんち前に新大工町で花植え活動実施
毎年12月に、長崎市新大工町の国道34号植栽帯で「花いっぱいＸｍａｓスト

リートプロジェクト」を開催しております。今年は、長崎くんち『10月7日
（金）～9（日）』前の9月25日（日）に新大工町商店街関係者と長崎くんち塾
が諏訪神社周辺の清掃を行ったあと、ＮＰＯ道守長崎など総勢８名で休日でし
が、約2時間あまり実施しました。
植栽帯には雑草が伸び、空き缶などゴミが捨てられている状況ではありまし

たが、皆さん熱心に草取りを行い、道路植栽帯にサルビア・ベコニアなど420
株の花植えを行いました。
なお、花植えを行った新大工周辺は、長崎くんちが行われる諏訪神社に直結

しており、訪れる観光客に綺麗な花でお出迎えできるようにと、ＮＰＯ道守長
崎などが主体で実施しました。

【暑い中お疲れ様でした】

Before After

【雑草がなくなり、花で綺麗になりました！】

Before After
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【道守長崎会議広報担当】国土交通省 九州地方整備局 長崎河川国道事務所 調査第二課 池田

住所：〒851-0121 長崎市宿町３１６番地１

TEL：095-839-9861 FAX：095-839-9648 E-mail：ikeda-k8910@qsr.mlit.go.jp

～イベント予告＜通り名でウォークラリー＞～
日時：平成23年10月29日（土）

集合：諫早市栄町
八坂神社

参加条件：2名以上で
お申込み下さい。

※先着50組ですが、
当日も参加可能です。

＜申込み先・問い合わせ先＞
長崎河川国道事務所 池田
TEL:095-839-9211
FAX:095-839-9648

９月２日（金）放送のＮＨＫ「ながさきナビ
ゲーター ヒルミテ」（生放送）で「ながさき
サンセットロード」が紹介されました。ながさ
きサンセットロード推進協議会の籠手田会長が
出演し、ルートの魅力を紹介されました。

また、『みどころまっぷや道の駅のスタンプ
ラリー』など様々な催しについて紹介されまし
た。

風景街道 「ながさきサンセットロード」 ＮＨＫ長崎にて活動ＰＲ

【籠手田会長のインタビュー】 【生月の大バエ灯台からの夕日】

風景街道 「ながさきサンセットロード」 松浦・平戸地区連絡会議
９月５日（月）の松浦地区連絡会議では、「ボランティア活動している人や、やる気のある人を会議の

メンバーに入れるべき」「国道204号の見晴らし改善のため、樹木伐採プロのボランティアに強力を呼びか
けてはどうか」「ロゴマークを道路標識等に入れては」などの意見が出されました。

また、９月１２日（月）の平戸地区連絡会議では、
「平戸バスツアーは長崎市から観光客を呼び込むチャ
ンス」や「地域それぞれに核組織をつくり行政との連
携を取りながら継続的な活動にしていくことが必要」
「ながさきサンセットロードという名前を浸透させる
ことが重要。道の駅にロゴマーク入りののぼりを立て
てどうか」など様々な意見が出されました。

【会議風景（松浦地区）】 【会議風景（平戸地区）】

西九州自動車道 相浦中里IC～佐々ICが開通しました
平成23年9月13日（火）15時に西九州自動車道 相浦中里IC～佐々IC間の４キロが開通しました。
これまで、佐々IC→佐世保中央IC間の所要時間が開通前※より約17分短縮しました。

※相浦中里IC～佐世保中央IC間の開通（H22.3.20）前

西九州自動車道の整備により、九州西部を連絡する新たな観光ルートが形成され、観光拠点（九十九島
西海国立公園、平戸等）へのアクセス性が向上することによる集客が期待できるなど、観光活性化への支
援が期待されます。詳しくは長崎河川国道事務所のＨＰ（http://www.qsr.mlit.go.jp/nagasaki/）をご
覧下さい。また、開通2日前の平成23年9月11日（日）、供用目前の西九州自動車道 相浦中里IC～佐々IC
にて、佐々ICをメイン会場に、佐々町、長崎県、佐世保市共催による開通記念ﾌｪｽﾀが開催されました。会
場には約1万人の来場者を迎え、供用前の自動車専用道路の一部を歩けるとあって、往復６キロの開放区
間には、“約6,000人”のｳｫｰｶｰで埋め尽くされました。ICランプ内では、佐々町長を始め250名の参加者
で記念植樹を行いました。皆様も是非西九州自動車道を通って、県北地域を訪れてみてはいかがですか。

【皆さん思い思いにフリーウォーク】【家族揃って記念植樹に参加下さいました】【地元青峰高校吹奏楽部の生徒さんも参加】


